
公立中学校における
教育データを利活用した
オンライン授業の取組

京都市立西京高等学校附属中学校

宮部 剛



西京の紹介

•京都市立唯一の併設型中高一貫校

• ２００４年創立

•昨年度からＳＩＰ（戦略的イノベーション創造プログラム）
に協力し，生徒１人１台タブレットを貸与しています
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京大のLEAFシステムの説明

学習管理システムMoodle

デジタル教材配信システム
BookRoll
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学習データ分析システム
LA-View

• 学生に連絡
• 課題の受け取り
• 小テスト
• アンケート

• 教材の閲覧
• 小テスト

• BookRollとMoodleの
学習履歴の分析



コロナ対策として

• ４月当初より健康観察と課題の配信を始めました

•休校期間が５月以降延期が確定し，学習支援の
長期化が見込まれたため，その手立てを検討しま
した。

動画配信
デメリット

１．通信環境によって全員が継続的に

視聴できるとは限らない

２．学習効果の高い動画を作る技術が

教員側にない

案①



紙芝居形式の授業

紙芝居形式の授業とは，オンライン学習を含む家庭学習において，生徒が主体的に学ぶために，今まで行ってきた一斉授

業のノウハウを活用し，一斉授業の場面をスライドにまとめたものを，生徒が自身の理解度に応じて進めていくスタイルの授

業のことを指す。好きな時間に好きな場所で，生徒は個々のペースで一斉授業を疑似体験することができる。一斉授業の

エッセンスを抽出し，教科書をダイナミックにしたことで，生徒の習熟度に応じた活用が可能になる。

１～５の流れをベースとしつつ，教科の特

性や単元，授業の構成に応じて，様々な

バリエーションが考えられる。大切にしたい

のは，「厳選された教師の発問」と「生徒の

活動を含む構成」の2点である。

教師説明用資料より



紙芝居形式の
授業

メリット

１．現状，ほぼ全員が閲覧可能である

２．見通しを持って，自分のリズムで，自分のペースで学習を

進めるとともに，いつでも振り返り学びなおすことができる

３．生徒の到達度をリアルタイムに教師が捉えることができる

案②



オンライン学習を含む
家庭学習の見通し

＜学校再開が５月末まで延長した場合の流れ＞

学校再開延期を問わず，ＧＷ期間の宿題を提示・・・評価の仕方は，回収または確認テスト

ＧＷ明けに休校中に家庭学習により授業を進める趣旨を「生徒・保護者へ説明」する

紙芝居形式の授業および宿題については，適切な量に心がける

月 火 水 木 金 土 日

27 28 29 30 1 2 3

4 5 6 7
学校再開

8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

【試行】
紙芝居形式／回収

ＧＷの宿題を配信

【実践】紙芝居形式／回収
【試行】動画配信

紙芝居形式の授業
および
個々の学習計画
の生徒・保護者説明

 Bookroll上のPDFファイルに音声を乗せることができるよう
になりました。

 道徳の時間について，学年体制にて，5月末までに3～5単
元進めてください。

 評価について，生徒・教員ともに，過度の負担にならないよ
う心掛けてください。

朝配信

授業PDFファイル確認

生徒説明用資料より



休校中の過ごし方 BookRollにより配信される情報をもとに，生徒一人一人が個々の学

習計画を作成し，休校中の家庭学習の時間を有意義に過ごす。

見通しを持って，自分のリズムで，自分のペースで学習を進めるとと

もに，いつでも振り返り学びなおすことのできる環境を整備します。

BookRollによる

紙芝居形式の授業の配信

生徒個々の

学習計画

8

生徒説明用資料より



休校中の過ごし方
各教科において，基本事項の定着を図るとともに，その到達度を測る

工夫を実施し，適宜支援を行います。学校再開後は，休校中の学びを

基に高い技術や深い理解を要する学習内容について授業を進めます。

なお，学校再開後に差が生じないよう，補習などで支援します。

紙芝居形式の授業

「宿題」に対する評価の方法は，以下の3通りである。個々の「宿題」によって指示が異なるので注意すること

① Moodleを活用したファイルの提出やアンケートの回答

② BookRollのクイズやメモ機能の活用

③ 学校再開後のノート提出や確認テスト

• 毎週月曜日の朝にその週の学習内容（約20時間分の授業内容）を受信

• 1日4時間を目安に時間割を個別に組み，自分のペースで授業を進める

• 各授業で提示される宿題を次の授業までに解くなど，授業以外の学習に

ついても計画的に進める
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生徒説明用資料より



休校中の過ごし方
平日は，「4時間の紙芝居形式の授業」と「1時間の復習」をセットに

して学習計画を立てましょう。

また，自学自習や宿題をする時間として，平日1日2時間・週15時間

を確保し，休業中の見通しを持った学習習慣を継続しましょう。

国語 数学 英語
保健
体育

今日の
授業の
復習

自学自習
宿題

時間割モデル

8:50 9:50 10:50 11:50 14:10 19:00

紙芝居形式の授業で提示された宿題は，
その日のうちに終わらせよう

紙芝居形式の授業は，人によって教科
によって時間がマチマチになるので，
適宜時間割を変更して進めていこう

西京では，家庭学習の時間は
平日1日2時間，週15時間を
基本としています
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生徒説明用資料より



 左の学習計画表を参考にして，月曜日に

配信された「紙芝居形式の授業（約20時

間分）」をもとに，1週間の学習計画を

立てましょう。

 個々で作成した学習計画表は，学校再開

後提出する必要はありません。

 「紙芝居形式の授業に取り組んだ時間」

と「自学自習（学校の宿題や習い事など

を含む）の時間」について，毎朝の健康

観察を記入するシートに質問を加えます

ので，そこに記入してください。
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生徒説明用資料より



紙芝居形式の授業の

基本的な流れ（生徒目線）

①BookRollに配信される，

１日１時間分の授業ページ

を開きます。

②授業ページ通りに進み，

ノートに大事なことをまとめ

たり，問題を解いたりして

理解を深めます。

③最後に演習問題を解きます。

授業が理解できているかどうか

を確認できます。

授業ページ

演習問題ページ

生徒説明用資料より



演習問題の後は…

画面左上に出ている緑の星マークを押して
アンケートに回答しましょう。

星マークを押すと
右のような画面が出ますので，
「完璧」「わかった」「よくわからなかった」
の中から自分の理解度にあった選択肢を
選びましょう。
（不正解などの表示がでることもありますが
気にしなくて構いません。）

生徒説明用資料より



課題（STEP演習）について

タブレット

Bookrollから「STEP中１」を開き，
問題をノートに解きます。

学習状況データを蓄積するため，
タブレットを見ながら問題を解くようにしてください。

解答冊子を使って，丸つけまで行います。

生徒説明用資料より



紙芝居形式の授業の

基本的な流れ（教師目線）
①金曜日にBookRollで１週間
分の紙芝居形式の授業を
配信

②分析ツールで到達度を確認

・授業ページを閲覧している
かどうか，閲覧履歴を確認

・演習問題ページのメモやク
イズの正答率や提出ファイ
ルを確認

③不調生徒に電話やコメント
により履修を促す

④生徒の到達度に応じて次
の課題を見直す

BookRollで配信

分析ツールで
確認

不調生徒への
連絡

到達度によって
次の課題を調整



分析ツールによる生徒の到達度の確認

「教材閲覧達成率」が低い生徒には，
電話またはコメントによる
学習刺激を与える

生
徒
氏
名

「ページ単位の時間」が長い問題
は，生徒にとって難易度が高い，
またはよく分かっていない問題の

可能性が高いので，
より詳しい解説が必要



３週間「紙芝居形式の授業」に取り組んで
見えてきたこと

・生徒は順応が早い

できないかなということも，ほぼ対応してくる

・教員へのサポートが必須である

京大に週３で支援員を派遣していただいている

・教職員のＩＣＴに対する意識が高まった

分析ツールで把握できる生徒の状況と

長年の経験で教師が予想する生徒の状況が一致する

→しかも労力が少ないので高評価

・効果を検証する必要がある

統計的な情報を常に共有する

事前事後でアンケートの実施



紙芝居形式の授業と
自学自習の時間

0512（火）- 0519（火）
生徒申告値（1年）

健康観察の項目にある次の２点について，集計しました。

① 昨日の紙芝居形式の授業にかかった時間（時間）入力例＞4.5

② 昨日の自学自習（学校の宿題や習い事などを含む）にかかった時間（時間）入力例＞2.0

紙芝居形式の授業 27.85h/w
自学自習 17.52h/w

① 紙芝居形式 ②自学自習

平均時間
０時間
申告者数

平均時間
０時間
申告者数

5月12日 火 5.53 3 2.55 0

5月13日 水 3.99 0 2.63 0

5月14日 木 4.40 1 2.43 0

5月15日 金 4.00 2 2.48 0

5月16日 土 4.07 2 2.43 0

5月17日 日 3.02 19 2.56 1

5月18日 月 2.84 23 2.44 1

5月19日 火 4.13 1 2.22 1

自学自習について，
1日2時間・週15時間の
目標はクリアしている

０時間申告の生徒には
一定指導が必要？

教師説明用資料より



休業期間中の学習について
R02/05/15 集計結果

休校期間中の課題配信につい

て，量・内容ともに９６％の生徒

が満足しています。一方で，自

身の家庭での学習については，

３８％が量に不安を感じ，５２％

が内容に不安を感じています。

一律に強制する「宿題」だけで

はなく，個々が自分の理解度

など状況に応じて選択できる

「課題」を適切に提示すること

で，すべての生徒に対して個に

応じた学習支援ができると考え

ます。

今後，3週間に渡り実施する

「紙芝居形式の授業」とともに，

学校再開後に生徒がスムース

に移行できるよう，学習支援を

続けたいと思います。

６月上旬に同様のアンケートを実施し，

紙芝居形式の授業によって，生徒の学校再開
への不安を取り除くことができたかどうか

検証する

教師説明用資料より



紙芝居形式の授業

紙芝居形式の授業とは，オンライン学習を含む家庭学習において，生徒が主体的に学ぶために，今まで行ってきた一斉授

業のノウハウを活用し，一斉授業の場面をスライドにまとめたものを，生徒が自身の理解度に応じて進めていくスタイルの授

業のことを指す。好きな時間に好きな場所で，生徒は個々のペースで一斉授業を疑似体験することができる。一斉授業の

エッセンスを抽出し，教科書をダイナミックにしたことで，生徒の習熟度に応じた活用が可能になる。

１～５の流れをベースとしつつ，教科の特

性や単元，授業の構成に応じて，様々な

バリエーションが考えられる。大切にしたい

のは，「厳選された教師の発問」と「生徒の

活動を含む構成」の2点である。

教師説明用資料より


